
明日への挑戦茨城県産業

　
茨
城
県
内
景
気
は
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
が
明
確
に
な
る

も
の
の
、
基
調
的
に
は
持
ち
直
し
て
い
く
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
企
業
の
景
況
感
も
持

ち
直
し
て
い
る
一
方
、
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
り
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
基
本
法
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

高
橋
日
出
男
会
長

協

立
製
作
所
社
長

と
日
刊
工
業
新
聞
社
茨
城
支
局
は
、
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
始
め
、
５
月

日
に
経
済
講
演
会
を
開
催
し
、
研
究
開
発
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ

ネ
ル
討
論
の
様
子
や
県
幹
部
、
県
内
金
融
機
関
の
２
０
１
４
年
度
の
重
要
施
策
、
県
内
産

業
・
経
済
の
発
展
に
必
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
茨
城
県
特
集
と
し
て

ペ
ー
ジ

面

面

に
わ
た
り
紹
介
す
る
。

ＩＮＤＥＸ
◇
県
幹
部
・
県
関
連
団
体
幹
部
の
意
気
込
み

・

◇
研
究
開
発
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
―
変
わ
り
種
企
業
の
考
え
方
―

・

◇
茨
城
大
学
重
点
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

　
ひ
た
ち
な
か
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

◇
再
編
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
日
立
産
業
制
御
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

◇
茨
城
で
進
む
６
次
産
業
化

◇
立
地
件
数
、
面
積
、
県
外
企
業
立
地
件
数
で
３
冠
王

◇
茨
城
県
の
金
融
機
関
ト
ッ
プ
が
語
る

富
田
製
作
所
の
古
河
新
工

場
で
鏡
割
り
を
す
る
知
事

橋本昌茨城県知事インタビュー

元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り
中
小
企
業
の
取
り
組
み
支
援

明
る
い
兆
し

　
―
県
内
の
産
業
経
済
に
対
す

る
景
況
感
は
。

　
「
県
内
の
景
気
は
、
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み

需
要
の
反
動
の
影
響
は
あ
る
も

の
の
、
先
行
き
は
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
国

的
に
見
て
も
設
備
投
資
が
増
加

し
て
い
る
。
本
県
に
お
い
て
も

有
効
求
人
倍
率
が
１
倍
を
回
復

す
る
な
ど
雇
用
・
所
得
環
境
の

改
善
の
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
は
景
気

回
復
基
調
が
よ
り
確
か
な
も
の

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
政
府
も
デ
フ
レ
か
ら
の
早

期
脱
却
と
経
済
再
生
の
実
現
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
、
県
と
し
て
も
景

気
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き

た
こ
の
時
期
を
逃
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
公
共
事
業
の
早
期
執

行
や
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支

援
、
従
業
員
の
処
遇
改
善
へ
の

支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
」

　
―
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
対

す
る
国
内
産
業
の
創
出
や
人
材

育
成
に
対
す
る
強
化
策
は
。

　
「
人
口
が
減
少
し
地
域
間
競

争
が
激
化
し
て
い
る
中
、
本
県

の
着
実
な
発
展
の
た
め
に
は
、

元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
強
力
に
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
中
小

企
業
の
新
た
な
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
の
フ
ァ
ン
ド
組
成

や
制
度
融
資
の
拡
充
、
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
を
育
成
す
る
た
め
の

若
手
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
活
動
拠

点
の
整
備
な
ど
を
行
う
こ
と
と

し
た
。
ま
た
、
創
業
希
望
者
の

相
談
窓
口
や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
施
設
の
提
供
、
い
ば
ら
き

成
長
産
業
振
興
協
議
会
を
通
じ

た
中
小
企
業
の
成
長
分
野
へ
の

進
出
支
援
な
ど
に
も
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
人
材
育
成

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
起

業
者
向
け
の
研
修
会
な
ど
を
行

っ
て
い
る
が
、
今
後
は
女
性
が

社
会
で
一
層
元
気
に
活
躍
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
」

　
「
こ
の
た
め
今
年
度
か
ら
、

産
業
・
経
済
分
野
な
ど
に
お
け

る
女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
た

め
の
方
策
な
ど
を
検
討
す
る
会

議
や
、
起
業
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
を
目
指
す
意
欲
あ
る
女
性
を

対
象
と
し
た
講
座
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
ま
た
、
県
が
出
資
す

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
ン
ド
に
よ

り
支
援
し
た
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン

社
が
、
本
年
東
証
マ
ザ
ー
ズ
に

上
場
さ
れ
た
が
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
創
出
・
育
成
や
起
業
支
援
に

は
長
い
期
間
を
要
す
る
も
の
で

あ
り
、
継
続
的
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

　
―
中
小
企
業
の
海
外
展
開
に

対
す
る
支
援
策
は
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中

世
界
に
開
か
れ
た
い
ば
ら
き

づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
、
海
外

と
の
産
業
や
観
光
な
ど
に
お
け

る
交
流
拡
大
、
特
に
県
内
企
業

の
製
造
品
や
本
県
農
林
水
産
物

の
販
路
拡
大
な
ど
の
海
外
展
開

を
総
合
的
か
つ
積
極
的
に
推
進

す
る
。
６
月
１
日
に

ジ
ェ
ト

ロ
茨
城
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー

が
県
の
水
戸
合
同
庁
舎
内
に
開

設
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
期
待
し
て
い
る
。
県
は
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
貿
易
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
個
別
相
談
や

専
門
家
に
よ
る
海
外
市
場
の
ニ

ー
ズ
調
査
な
ど
を
引
き
続
き
実

施
し
、
ジ
ェ
ト
ロ
と
一
体
と
な

っ
て
さ
ら
な
る
海
外
展
開
支
援

に
努
め
て
い
く
」

　
「
ま
た
既
に
海
外
展
開
を
行

っ
て
い
る
企
業
に
よ
る

海
外

進
出
サ
ポ
ー
ト
協
議
会

を
設

立
し
、
県
内
企
業
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、
こ
れ
か
ら

進
出
す
る
県
内
企
業
が
貴
重
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

常
陽
銀
行
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐

在
員
事
務
所
に
県
職
員
を
派
遣

し
、
ジ
ェ
ト
ロ
海
外
事
務
所
と

も
連
携
し
な
が
ら
東
南
ア
ジ
ア

全
体
の
情
報
収
集
や
進
出
企
業

へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
進
め
、

県
内
企
業
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

海
外
展
開
を
支
援
し
て
い
く
」

６
次
産
業
化

　
―
農
業
政
策
に
お
け
る
海
外

販
路
開
拓
、
６
次
産
業
化
に
対

す
る
推
進
策
は
。

　
「
農
業
分
野
に
つ
い
て
は
、

安
全
安
心
・
高
品
質
な
農
産
物

づ
く
り
を
基
本
に
、
加
工
な
ど

に
よ
る
付
加
価
値
向
上
や
輸
出

を
含
む
販
路
拡
大
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
農
産
物
の
輸
出

の
促
進
に
つ
い
て
は
、
ジ
ェ
ト

ロ
を
活
用
し
、
輸
出
に
取
り
組

む
意
欲
の
あ
る
農
業
法
人
な
ど

に
対
し
て
、
現
地
情
報
な
ど
の

タ
イ
ム
リ
ー
な
提
供
や
輸
出
可

能
性
の
目
利
き
を
行
う
と
と
も

に
、
商
社
な
ど
と
の
連
携
を
強

化
し
、
海
外
で
行
う
展
示
会
へ

の
出
展
支
援
な
ど
に
力
を
入
れ

て
い
く
。
ま
た
６
次
産
業
化
に

つ
い
て
は
、
県
農
林
振
興
公
社

に
設
置
し
た

茨
城
６
次
産
業

化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
の

連
携
に
よ
り
、
農
産
物
の
加
工

な
ど
を
行
う
農
業
者
の
育
成

や
、
新
た
な
商
品
開
発
を
支
援

し
て
い
く
」

　
―
開
港
か
ら
４
年
が
経
過
し

た
茨
城
空
港
の
就
航
路
線
対
策

や
駐
機
場
拡
張
計
画
は
。

　
「
茨
城
空
港
は
東
京
か
ら

と
比
較
的
近
い
こ
と
、
Ｌ

Ｃ
Ｃ
対
応
の
低
コ
ス
ト
で
の
運

航
が
可
能
な
空
港
で
あ
る
こ

と
、
航
空
会
社
が
希
望
す
る
運

航
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
や
す
い
こ

と
に
加
え
、
１
３
０
０
台
の
無

料
駐
車
場
や
、
東
京
ま
で
５
０

０
円
で
利
用
で
き
る
安
価
な
直

行
バ
ス
の
運
行
な
ど
多
く
の
特

長
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
特
長
を
成
長
著
し
い

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
航
空
会
社

へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
路
線
の
拡
充

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
対
応
空
港
と
し
て
、
現

在
、
自
走
式
に
よ
り
３
機
駐
機

の
運
用
を
行
っ
て
い
る
が
、
国

に
お
い
て
今
年
度
か
ら
エ
プ
ロ

ン
の
拡
張
が
予
算
化
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
走
式
で
４
機

駐
機
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
含
め
路

線
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」

　
―
港
湾
整
備
状
況
と
今
後
の

利
用
促
進
計
画
は
。

　
「
茨
城
港
・
鹿
島
港
は
震
災

か
ら
の
復
旧
も
進
み
、
昨
年
の

取
扱
貨
物
量
は
過
去
最
高
を
記

録
し
た
。
両
港
で
は
増
大
す
る

貨
物
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の

岸
壁
整
備
や
航
行
の
安
全
確
保

の
た
め
の
防
波
堤
整
備
な
ど
を

進
め
て
い
る
。
ま

た
、
災
害
時
の
緊
急

物
資
輸
送
に
資
す
る

耐
震
強
化
岸
壁
の
整

備
も
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
貨
物
量
の

増
加
や
航
路
拡
充
を

促
す
た
め
、
ポ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
に
努
め
て

い
る
」

　
「
特
に
、
コ
ン
テ

ナ
貨
物
は
、
昨
年
、

取
扱
量
が
過
去
最
高

と
な
っ
た
が
、
今
年

度
か
ら
、
常
陸
那
珂

港
区
の
コ
ン
テ
ナ
貨

物
新
規
利
用
者
等
に

対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成

し
、
一
層
の
利
用
拡
大
を
図
っ

て
い
く
。
一
方
、
日
立
港
区
で

は
東
京
ガ
ス
に
よ
る
液
化
天
然

ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

基
地
の
建
設

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
鹿
島
港

で
も
民
間
事
業
者
に
よ
る
洋
上

風
力
発
電
施
設
の
整
備
が
計
画

さ
れ
て
い
る
の
で
、
県
と
し
て

も
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

支
援
し
て
い
く
」

立
地
優
位
Ｐ
Ｒ

　
―
企
業
立
地
推
進
策
は
。

　
「
平
成

年
工
場
立
地
動
向

調
査
に
お
い
て
、
電
気
業
を
除

く
と
、
本
県
は
立
地
件
数
、
立

地
面
積
、
県
外
企
業
立
地
件
数

と
も
全
国
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。

ま
た
、
日
野
自
動
車
に
よ
る
本

県
へ
の
工
場
移
転
計
画
が
大
幅

に
前
倒
し
さ
れ
、
２
年
後
に
は

本
県
初
と
な
る
自
動
車
メ
ー
カ

ー
の
大
規
模
主
力
工
場
が
本
格

稼
働
の
予
定
で
あ
り
、
関
連
企

業
の
立
地
に
よ
る
産
業
集
積
も

進
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
金
融

機
関
や
建
設
業
界
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
各
所
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
通
じ
て
早
期
の
情
報
収

集
を
図
り
つ
つ
、
首
都
圏
と
の

近
接
性
や
充
実
す
る
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
割
安
な
事
業

用
地
、
企
業
立
地
補
助
金
や
産

業
再
生
特
区
な
ど
の
優
遇
制
度

と
い
っ
た
本
県
の
立
地
優
位
性

を
積
極
的
に
企
業
へ
Ｐ
Ｒ
し
、

企
業
立
地
を
推
進
し
て
い
く
」

　
―
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
に
対
す
る

所
感
と
県
の
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
に
つ
い
て
。

　
「
わ
が
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
大
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い

た
め
、
安
全
を
前
提
と
し
た
上

で
、
環
境
へ
の
適
合
を
図
り
な

が
ら
、
安
定
的
で
安
価
な
電
力

を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
大
変

重
要
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
基
本
的
視
点
と
し

て
、
改
め
て

安
全
性

が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
は
評
価
し
た

い
。
一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ

ッ
ク
ス
の
提
示
は
見
送
ら
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
国
の
動
向
を

十
分
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
特
に
原
子

力
に
係
る
政
策
の
方
向
性
と
し

て
は
、

原
発
依
存
度
に
つ
い

て
は
可
能
な
限
り
低
減
さ
せ

る

と
し
な
が
ら
も
、

原
子

力
規
制
委
員
会
に
よ
り
規
制
基

準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
は
原
発
の
再
稼
働
を
進
め

る

と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て

は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
」

　
「
県
と
し
て
は
、
先
月
策
定

し
た

い
ば
ら
き
エ
ネ
ル
ギ
ー

戦
略

に
基
づ
き
、

再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
導
入
拡

大
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源

の
多
様
化
・
多
層
化

省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

グ
リ
ー

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
―

を
図
り
、
安
全
安
心
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
の
実
現
に
よ
る
持
続

可
能
な
低
炭
素
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
」

　
―
県
内
の
中
小
企
業
に
向
け

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
「
雇
用
を
支
え
地
域
経
済
の

基
盤
を
形
成
し
て
い
る
の
は
中

小
企
業
で
あ
り
、
中
小
企
業
の

成
長
な
く
し
て
わ
が
国
経
済
の

発
展
は
期
待
で
き
な
い
。
中
小

企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
は
思
う
が
、
茨
城
県
内
に

は
有
望
な
中
小
企
業
が
数
多
く

あ
る
。
県
と
し
て
も
、
国
と
連

携
し
な
が
ら
金
融
面
、
経
営
面

な
ど
の
支
援
に
一
層
力
を
入
れ

て
い
く
の
で
、
柔
軟
な
ア
イ
デ

ア
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持

ち
、
失
敗
を
恐
れ
ず
力
強
く
活

動
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

　　 ２０１４年 平成２６年 ６月２０日 金曜日 【広告特集】 （ ）


